
　

こ
の
あ
と
、
避
難
者
訴
訟
の
現
状
を
、
原
発
被
害
訴
訟
・
全
国
弁
護
団
連
絡
会
代
表

世
話
人
の
米
倉
勉
弁
護
士
が
、
脱
原
発
訴
訟
に
つ
い
て
、
脱
原
発
弁
護
団
全
国
連
絡
会

共
同
代
表
の
海
渡
雄
一
弁
護
士
が
報
告
。「
福
島
の
現
状
」
は
四
名
か
ら
。
そ
の
う
ち
、

小
名
浜
漁
協
の
柳
内
孝
之
氏
が
汚
染
水
海
洋
投
棄
問
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、

「
最
終
処
分
場
」
問
題
を
原
発
問
題
全
道
連
絡
会
の
米
谷
道
保
氏
が
、「
借
り
上
げ
住
宅

の
明
渡
し
問
題
」
を
井
戸
謙
一
弁
護
士
が
報
告
し
た
。
今
回
の
集
会
は
、
過
去
四
回
の

全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
の
全
体
集
会
に
あ
た
る
部
分
で
、
本
特
集
に
は
、
こ
れ
ら

の
報
告
を
す
べ
て
収
録
し
て
い
る
。

　

原
発
事
故
か
ら
一
〇
年
を
経
て
、
世
界
は
大
き
く
「
脱
原
発
」
に
舵
を
切
り
、
安
倍

政
権
が
も
く
ろ
ん
だ
原
発
輸
出
の
構
想
も
頓
挫
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
地
球
環
境
へ

の
関
心
と
意
識
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が
り
の
中
で
い
っ
そ
う
深
ま
り
、
原
発

の
問
題
が
そ
の
ま
ま
、
近
代
文
明
の
あ
り
方
や
現
代
人
類
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
生
き
る

人
間
の
生
き
方
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
原
発
を
め
ぐ
る
日
本
の
政
治
は
拙
劣
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
は
二

〇
％
も
の
原
発
を
残
し
、
決
め
た
は
ず
の
四
〇
年
の
期
限
を
超
え
る
老
朽
原
発
の
稼

働
を
認
め
、
お
よ
そ
実
現
し
そ
う
に
な
い
放
射
能
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
調
査
に
動
き
、

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
㈮
、
日
本
時
間
午
後
二
時
四
六
分
、
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の

東
南
東
沖
一
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
緯
三
八
度
六
分
、
東
経
一
四
二
度
五
一
分
の
海

底
、
深
さ
二
四
キ
ロ
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
の
地
震
が
発
生
し
た
。

　

地
震
は
大
規
模
な
津
波
を
引
き
起
こ
し
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手
三
県
の
太
平
洋
沿

岸
部
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
が
、
併
せ
て
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
は
、
そ
れ
か
ら
一
〇
年
を
経
て
、
い
ま
な
お
収
束
せ
ず
、
全
国
に
散
っ

た
避
難
者
は
、
復
興
庁
の
集
計
で
も
約
四
万
人
、
全
国
四
七
都
道
府
県
、
九
二
五
市
区

町
村
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

本
特
集
「
第
５
回
『
原
発
と
人
権
』
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会 

in 

ふ
く
し
ま
」
は
、

二
〇
二
一
年
四
月
三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
約

二
〇
〇
人
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
五
二
〇
人
余
。
大
き
な
広
が
り
を
持
っ
た
集
会
に
な
っ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」。
実
行
委
員
長
の
礒
野
弥
生
・
東
京
経
済
大
名

誉
教
授
が
挨
拶
し
た
後
、
今
野
順
夫
・
福
島
大
名
誉
教
授
が「
原
発
被
災
の
10
年
│
│

被
災
者
の
生
活
回
復
の
諸
課
題
」
を
、
辻
内
琢
也
・
早
大
教
授
が
「
原
発
避
難
者
の
被

害
実
態
」
を
精
神
医
学
的
見
地
か
ら
報
告
、
事
故
炉
や
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
、
原
子

力
市
民
委
員
会
の
後
藤
政
志
氏
と
鈴
木
達
治
郎
・
長
崎
大
教
授
が
報
告
し
た
。

◆
特
集
に
あ
た
っ
て　

原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
い
な
い
│
│
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
よ
う

集
特

「
原
発
と
人
権
」

     

人
間
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
回
復
と

     

原
発
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

　
　
　

  　
　
　

第
５
回
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会
ｉｎ
ふ
く
し
ま

　
　
　

  　
　
　

│
│
福
島
原
発
事
故
か
ら
10
年　

こ
れ
ま
で
と 

こ
れ
か
ら（
２
０
２
１
・
４
・
３
）よ
り
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な
い
。
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
思
い
か
ら
開
か
れ
た
集

会
の
記
録
を
契
機
に
、
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
集
会
の
動
画
、
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
は
、
原
発
と
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(http://genpatsu-jinken.net/09event/index.htm

l)

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

 （「
原
発
と
人
権
」第
５
回
集
会
実
行
委
員
会
・「
法
と
民
主
主
義
」編
集
委
員
会
・
丸
山
重
威
）

壊
れ
た
ま
ま
の
核
燃
料
に
触
れ
た
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
決
め
て
恥
じ
な
い
。

　

原
発
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
立
場
を
超
え
て
論
じ
あ
う
会
は
、

い
ま
こ
の
「
原
発
と
人
権
」
を
置
い
て
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」
の
ウ
ソ
で
始
ま
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
コ
ロ
ナ
渦
で
「
迷
走
」
し
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
世
代
が
経
験
し
た
「
原
発
事
故
」
の
す
べ
て
を
「
風
化
」
さ
せ
て
は
な
ら

　

本
日
は
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、
一
〇
年

を
終
え
て
、
一
一
年
目
に
入
っ
た
時
期
に
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
三
月
一
一
日
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
原
発
事
故
か
ら
一

〇
年
が
経
過
し
、
一
一
年
目
に
入
っ
た
日
で
す
。
そ

の
日
を
中
心
に
、
日
頃
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
い
た

福
島
原
発
事
故
関
連
の
報
道
も
数
多
く
発
信
さ
れ
、

ま
た
様
々
な
団
体
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
催
し
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
一

〇
年
を
経
た
被
災
者
と
被
災
地
の
問
題
は
ま
す
ま
す

深
刻
か
つ
複
雑
に
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
廃
炉
の
見

通
し
が
つ
か
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
国
・
福
島
県
の
催
し
は
、
福
島

の
明
る
い
未
来
を
描
く
復
興
と
、
心
の
安
心
へ
の

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
を
置
い
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
原
発
事
故
の
教
訓
を
伝
え

る
伝
承
館
も
一
〇
年
が
過
ぎ
る
の
を
前
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
が
、
事
故
の
責
任
が
曖
昧
に
さ
れ
る
な
ど
、

真
の
教
訓
の
伝
承
に
な
っ
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
復
興
の
象
徴
と
し
て
の
Ｊ
ビ

レ
ッ
ジ
か
ら
出
発
し
た
聖
火
リ
レ
ー
も
、
そ
の
直
前

に
は
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ
内
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
存
在
か

指
摘
さ
れ
、
ま
た
帰
還
困
難
区
域
は
通
過
で
き
な
い

な
ど
、
復
興
と
は
ほ
ど
遠
い
状
態
を
示
す
結
果
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
事
故
で
も
、
被
災
者
が
、
国
や
東
電
の

責
任
を
追
求
し
、
損
害
賠
償
を
求
め
、
全
国
各
地
で

裁
判
を
提
起
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
秋
か
ら
三
月
に

か
け
て
、
被
害
者
・
避
難
者
訴
訟
、
そ
し
て
原
発
差

止
訴
訟
の
判
決
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
高
裁
段

階
で
も
国
の
責
任
を
認
め
た
判
決
が
出
さ
れ
、
原

発
運
転
の
差
止
判
決
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人

々
の
努
力
で
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

本
集
会
は
、「
原
発
と
人
権
」
と
い
う
角
度
か
ら
、

福
島
と
い
う
被
災
の
現
場
で
、
原
発
被
害
に
向
き
合

い
、
被
害
者
・
被
災
地
の
課
題
を
情
報
共
有
し
、
議

論
し
、
政
策
要
求
に
ま
で
高
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
会
で
は
、
現
地
で
行
う
と
い
う
こ
れ
ま

で
の
開
催
方
式
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
叶
わ
ず
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
を
逆
に
好
機
と
し
て
捉
え
て
、
ま
す
ま
す
解

決
が
難
し
く
、
複
雑
に
な
っ
て
き
た
福
島
原
発
事
故

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
新
た
に
ビ
デ
オ
映
像
を

加
え
て
、
よ
り
広
く
多
く
の
方
と
情
報
共
有
し
た
い
、

と
企
画
し
て
参
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福
島
原
発
事

故
が
炙
り
出
し
た
脱
原
発
へ
の
課
題
、
あ
る
い
は

「
核
」
政
策
と
い
う
問
題
の
根
本
ま
で
遡
れ
る
よ
う

に
組
み
立
て
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
以
上
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
四
人
の
方

の
ご
講
演
を
企
画
し
、
第
二
部
で
は
裁
判
の
現
状
報

告
と
現
地
か
ら
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
盛
り

沢
山
で
、
長
丁
場
の
集
会
で
す
が
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で

お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

開
会
の
挨
拶

実
行
委
員
長
　
礒
野
弥
生

東
京
経
済
大
学

名
誉
教
授
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